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高沢謙二先生

要介護者等の性別にみた介護が必要となった主な原因

資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成22年）

高血圧❸ ＝ 3倍
高血圧❸×脂質異常症（高脂血）❸ ＝ 9倍
高血圧❸×脂質異常症❸×糖尿病❸ ＝ 27倍
高血圧❸×脂質異常症❸×糖尿病❸×喫煙❸ ＝ 81倍
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医学博士／東京医科大学 健診予防医学センター長

普段から圧力に
さらされている
ために血管の壁が
傷つけられる

その傷を
修復しようとする
作用によって
血管の壁が厚く
なってしまう

より狭くなった
血管に血液を
通すためにさらに
血圧が高くなら
ざるを得ない

悪循環！！

心臓や血管の事故を起こすリスク

動脈硬化が進むと？

男性

女性

脳血管疾患（脳卒中） 心疾患（心臓病）
高齢による衰弱

関節疾患
その他・不明・不詳

認知症
骨折・転倒
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14.1 17.5 11.7 15.3 21.8

特集

性

4.5％32.9％

女性 14.1
3.7％15.9％

3倍の法則

）ghmm（ 血圧は歳を取るとともに変化する

上の血圧

下の血圧 緩やかに
下がっていく

脈圧が
大きくなる

から

コレステロールなどがたまったプラーク

プラークによって
血管内腔が狭くなり、
血流が悪くなる

毛細血管の
動脈硬化

大動脈などの
動脈硬化


